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【
ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
（
権
利
）
の
哲
学
』
刊
行
二
〇
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
人
倫
構
想
と
現
代
―
】
ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
（
権
利
）
の
哲
学
』、
刊
行
二
〇
〇
年
に
寄
せ
て
滝　
　
口　
　
清　
　
榮
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
（
権
利
）
の
哲
学
』
が
刊
行
さ
れ
て
、
二
〇
〇
年
の
歳
月
が
過
ぎ
去
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
作
は
意
外
に
少
な
く
、
主
な
も
の
は
『
精
神
現
象
学
』、『
大
論
理
学
』、『
エ
ン
チ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
』、『
法
（
権
利
）
の
哲
学
』
の
四
冊
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
没
後
、
弟
子
た
ち
が
企
画
し
た
ベ
ル
リ
ン
版
全
集
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
講
義
活
動
を
も
と
に
し
て
（
学
生
に
よ
る
講
義
筆
記
録
）、
全
集
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
、
編
集
さ
れ
た
講
義
類
が
収
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
講
義
類
は
、『
歴
史
哲
学
講
義
』
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
さ
も
手
伝
っ
て
広
く
読
ま
れ
、
後
世
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
続
け
た
。
し
か
し
今
日
、
講
義
の
各
分
野
で
新
た
に
各
年
度
の
講
義
筆
記
録
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
、
完
成
さ
れ
た
体
系
的
哲
学
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
代
わ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
時
代
に
い
た
っ
て
も
な
お
思
索
を
練
り
直
し
続
け
る
哲
学
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
　
さ
て
『
法
（
権
利
）
の
哲
学
』
は
、
そ
も
そ
も
「
講
義
の
た
め
の
手
引
書
」
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
立
ち
入
っ
た
説
明
は
講
義
の
中
で
行
わ
れ
る
と
い
う
特
異
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
書
は
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
し
て
ふ
つ
う
の
著
作
と
は
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
書
は
刊
行
以
来
、
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
り
論
争
が
絶
え
な
か
っ
た
。
一
九
世
紀
に
目
を
向
け
て
み
る
。
保
守
派
の
論
客
Ｋ
・
Ｅ
・
シ
ュ
ー
バ
ル
ト
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
は
「
君
主
主
義
的
な
見
か
け
を
も
つ
共
和
制
」
で
あ
り
、「
反
プ
ロ
イ
セ
ン
的
方
向
」
を
持
つ
と
批
判
し
た
が
（「
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
の
至
上
の
生
活
な
ら
び
に
発
展
原
理
と
の
非
両
立
性
に
つ
い
て
」
一
八
三
九
年
）、
そ
れ
と
対
極
的
に
Ｒ
・
ハ
イ
ム
は
、『
法
（
権
利
）
の
哲
学
』
は
時
代
の
「
楽
観
主
義
と
静
寂
主
義
」
の
も
と
で
「
反
動
26
の
精
神
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
を
定
式
化
し
た
」
と
述
べ
る
（『
ヘ
ー
ゲ
ル
と
そ
の
時
代
』
一
八
五
七
年
）。
こ
の
ラ
イ
ン
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
「
二
〇
世
紀
全
体
主
義
の
起
源
」（『
開
か
れ
た
社
会
と
そ
の
敵
』
一
九
四
五
年
）
と
す
る
Ｋ
・
ポ
ッ
パ
ー
に
通
じ
て
い
る
。
一
九
世
紀
論
争
史
の
中
に
は
、
そ
の
後
の
争
点
が
ほ
ぼ
出
尽
く
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
　
二
〇
世
紀
後
半
、
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
の
法
哲
学
講
義
の
筆
記
録
を
公
刊
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
（
一
九
七
三
、七
四
年
）、
八
〇
年
代
に
入
り
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
時
代
、
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン
時
代
の
他
の
年
度
の
講
義
筆
記
録
の
発
見
と
公
刊
が
進
み
、
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
研
究
を
め
ぐ
る
環
境
が
格
段
に
整
っ
た
。
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
原
・
法
哲
学
と
言
う
べ
き
一
八
一
七
・
一
八
年
講
義
筆
記
録
（
ヴ
ァ
ン
ネ
ン
マ
ン
）
を
公
刊
し
（
一
九
八
三
年
）、「
立
憲
君
主
制
」
概
念
を
め
ぐ
り
、
こ
の
講
義
と
同
時
代
フ
ラ
ン
ス
の
立
憲
主
義
思
想
と
の
深
い
つ
な
が
り
に
踏
み
込
ん
で
み
せ
た
。
長
く
「
深
い
思
想
的
矛
盾
」（
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
『
ヘ
ー
ゲ
ル
と
国
家
』
一
九
二
〇
年
）
と
見
ら
れ
て
き
た
争
点
に
、
同
時
代
影
響
史
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
は
、
形
成
史
的
研
究
、
同
時
代
影
響
史
的
研
究
の
成
果
を
も
と
に
し
て
、
新
た
な
思
想
像
を
描
き
な
お
す
段
階
を
迎
え
て
い
る
。
　
そ
も
そ
も
『
法
（
権
利
）
の
哲
学
』
は
、
法
―
正
義
、
権
利
、
道
徳
、
家
族
、
市
民
社
会
、
国
家
な
ど
、
人
間
の
実
践
的
領
域
全
体
を
あ
つ
か
う
包
括
的
理
論
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
現
代
的
関
心
か
ら
こ
の
書
を
読
む
と
き
に
、
有
益
な
思
索
を
そ
の
あ
ち
こ
ち
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
二
一
世
紀
に
入
り
、「
公
共
哲
学
」
の
名
を
冠
し
た
思
想
潮
流
が
生
ま
れ
、
そ
の
観
点
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
を
読
み
直
そ
う
と
す
る
流
れ
も
生
ま
れ
て
い
る
（
例
え
ば
福
吉
勝
男
氏
、
山
脇
直
司
氏
）。
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
の
現
代
的
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
偶
然
性
と
必
然
性
と
い
う
観
点
か
ら
の
、
そ
し
て
多
文
化
主
義
的
観
点
か
ら
の
読
解
の
試
み
、
そ
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
権
利
論
か
ら
身
体
論
の
可
能
性
を
読
み
取
り
、
社
会
福
祉
論
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
、
現
代
の
プ
リ
ズ
ム
を
通
し
た
読
解
の
試
み
と
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。
